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原水爆禁止 2017 年世界大会－長崎に参加

核兵器禁止条約採択で活気みなぎる大会！ 
８月７日～９日に“原水爆禁止 2017年

世界大会－長崎”が開催され、建交労神

奈川県本部からは神奈川県南支部特別執

行委員の赤羽数幸氏が参加しました。 

開会総会には、国連の中満泉・軍縮担

当上級代表、各国政府・海外代表、反核・

平和団体をはじめ 6000人が集い開催会場

は参加者であふれました。 

今年７月７日に国連で核兵器禁止条約

が採択された歴史的到達点のなかで開催

された世界大会は、安斎育郎さん（主催者代表）、中満泉さん、海外代表、被爆者、

田上富久長崎市長をはじめ、どの発言も確信と希望に満ちて参加者を励ましました。 

開会総会の勢いは、２目目の行動、最終日の閉会総会―長崎デー集会（7000人が参

加）へと継続され、閉会総会では、核兵器禁止条約を採択した国連会議の議長・エレ

ン・ホワイトさんからの激励のメッセージが届くサプライズもあり、「核廃絶を実現

する行動提起」、2017年世界大会・長崎決議、特別決議が採択されて閉会しました。 

世界大会と結合した長崎県本部のとりくみ 
建交労長崎県本部では、原水爆禁止世界大会と結合した独自の取り組みを行ってい

ます。その一つは、長崎県本部の先輩が原発や戦災などによって身寄りがなくなった

組合員のために建立した墓前「敬崩（けいほう）」で８日の朝に行う墓前祭です。 

今年の墓前祭には、中里委員長をはじめ長崎県本部の役員・組合員の他に角田中央

執行委員長、鹿児島県本部２名、神奈川県本部の赤羽氏が参列しました。また墓前祭

には毎年、日本宗教者平和協会事務局長の森さ

ん（浄土真宗大谷派）と建交労大分県本部副委

員長の林さん（浄土真宗大谷派の安養寺住職）

の参加を得て供養をして頂いています。 

 行動の２つ目は８日の夕刻に行う“原水禁世

界大会・建交労交流会 in長崎”です。今年の交

流会では原爆被害の実相と原水禁運動の原点な

どを記録した貴重なフィルムも紹介されました。 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2


 

 

核廃絶求めるヒバクシャ国際署名の推進を 
平均年齢 81 歳を超えた被爆者は、後世の人びとが生き地獄を体験しないように、

生きている間に何としても核兵器のない世界を実現したいと切望しています。 

神奈川県南支部のなかまは「ヒロシマ・ナガサキの被爆者が訴える核兵器廃絶国際

署名」（別紙）をすべての組合員と家族、友人・知人などに広げましょう。 



 

 

 

 

   

   

   

  
 

   

   

 


